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「
終
活

し
ゅ
う
か
つ

」 

お
葬
式
と
ご
供
養 

「
終
活
」
と
い
う
言
葉
が
出
は
じ
め
て
八
年
ほ
ど
で
す

が
今
は
少
子
高
齢
者
の
時
代
に
な
り
、
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で

も
あ
る
よ
う
に
こ
の
言
葉
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
終
活
」
と
は
、
人
生
の
終
焉

を
考
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
分
を
見
つ
め
今
を
よ
り
よ

く
自
分
ら
し
く
生
き
る
活
動
の
こ
と
だ
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。 

さ
て
終
活
の
相
談
は
お
葬
式
・
供
養
が
非
常
に
多
く
、

特
に
お
墓
に
関
す
る
相
談
が
多
い
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
社

会
環
境
の
変
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
自
由
化
が
お
葬

式
や
ご
供
養
の
多
様
化
を
生
じ
て
い
る
こ
と
と
言
え
ま

す
。 人

が
亡
く
な
り
ま
す
と
、
お
葬
儀
の
前
日
の
夜
の
儀
式

お
通
夜
が
あ
り
、
次
の
日
、
お
葬
儀
儀
礼
と
告
別
式
が
行

わ
れ
ま
す
。 

一
般
的
な
お
葬
式
は
、
通
夜
を
し
て
故
人
の
た
め
に
皆

で
祈
り
、
夜
通
し
故
人
の
思
い
出
話
な
ど
を
し
て
お
別
れ

し
、
次
の
日
に
お
葬
式
を
行
い
ま
す
。
近
頃
は
、
家
族
葬

と
い
わ
れ
る
あ
ま
り
人
に
知
ら
せ
ず
家
族
や
近
親
者
の

み
な
ど
少
数
で
行
う
式
も
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
都
会 

  

で
は
お
通
夜
を
行
わ
ず
葬
儀
の
み
行
う
人
や
、
直
葬
と
い

っ
て
直
接
火
葬
の
み
を
選
択
す
る
方
も
い
る
そ
う
で
す
。 

従
来
通
り
の
ご
先
祖
様
の
お
墓
に
納
骨
さ
れ
る
以
外

に
様
々
な
新
し
い
供
養
の
方
法
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。 

今
ま
で
の
様
な
お
墓
で
は
な
く
、
納
骨
堂
に
安
置
す
る

も
の
で
す
。
雨
風
や
お
掃
除
の
心
配
が
な
い
の
が
現
代
の

人
に
は
気
軽
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
墓
を
相
続
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
り
、
合
同
の
永
代
供
養
墓
地
に
納
骨
す
る
人

も
多
く
な
り
ま
し
た
。
散
骨
し
た
い
と
相
談
さ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
海
洋
散
骨
や
樹
木
葬
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
。
自
然
の
と
も
に
埋
葬
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
で
し
ょ
う
。
手
元
供
養
と
い
っ
て
お
骨
を
何
ら
か
の
形

に
変
え
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
置
物
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

昨
今
の
お
葬
式
、
お
墓
、
ご
供
養
の
形
が
い
ろ
い
ろ
多

様
化
し
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。 

こ
こ
で
一
番
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
事
な
こ
と
は
、
お

葬
式
の
意
味
は
故
人
へ
の
供
養
、
遺
族
の
方
々
の
心
の
ケ

ア
、
ご
遺
体
の
対
応
、
そ
し
て
故
人
の
死
を
社
会
的
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
で
す
。 

人
と
し
て
祈
る
気
持
ち
や
場
所
、
状
況
、
ご
縁
の
あ
る

方
と
の
お
付
き
合
い
が
失
わ
れ
る
の
は
決
し
て
良
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
で
悔
む
こ
と
の
無
い
よ
う
考
え

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

終
活
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 

      
 

春彼岸号 

 

やすらぎ大学 12・１月 大平 龍音寺 舘隆志師  お釈迦様の生涯・禅の歴史のご講話でした 

3月は 21日 三明寺住職  4月より 4期目の開講（年間 1万円） 随時聴講できます（1300円） お茶菓子付き 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

三
月 

○
大
石
家
ご
法
事 

 
 

5
日 

○
勝
又
家
御
ご
法
事 

 
 

 

○
道
了
講 

 
 

７
日 

 

○
佐
々
木
家
ご
法
事 

 

11
日 

 

○
中
村
家
ご
法
事 

○
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
夕
べ(
ガ
ン
撲
滅
運
動)

12
日 

○
芹
沢
家
ご
法
事 

 
 

19
日 

○
上
木
家
ご
法
事 

○
春
彼
岸
檀
信
徒
大
供
養
会 

 

20
日 

○
春
彼
岸
ペ
ッ
ト
大
供
養
会 

○
地
蔵
講 

 
 

21
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
水
野
家
ご
法
事 

 
 

26
日 

○
本
山
永
平
寺
参
拜 

 
 
 

28･

29
日 

 

四
月 

○
杉
山
家
ご
法
事 

 
 

1
日 

○
道
了
講 

 
 

4
日 

○
市
仏
教
会
花
ま
つ
り
前
夜
祭 

7
日 

○
有
水
家
ご
法
事 

 
 

15
日 

○
大
髙
家
ご
法
事 

○
板
橋
家
ご
法
事 

○
地
蔵
講 

 
 

18
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
後
藤
ご
御
法
事 

 
 

29
日 

 

五
月 

 
 

○
道
了
講 
 

 

2
日 

○
大
堀
家
ご
法
事 
 

 

7
日 

○
稲
葉
家
ご
法
事 

 
 

 

○
地
蔵
講 

 
 

16
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

 
 

21
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

○
講
話 

第
３
火
曜
日 

 

13
時
半 

○
坐
禅 

第
２
月
曜
日 

 

19
時
半 

○
写
経 

第
３
月
曜
日 

 

10
時 

○
読
経 

第
1
・
3
火
曜
日  

10
時 

○
御
詠
歌
第
1
・
3
火
曜
日  

11
時 

○
坐
禅 

毎
週
日
曜
日 

 

6
時 

○
写
経 

毎
週
土
曜
日 

 

6
時 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

三
月 

○
成
安
寺
本
葬 

 
 

4
日 

○
宗
清
寺
先
住
忌 
 

 

11
日 

○
大
泉
寺
大
般
若 

 
 

12
日 

○
三
遊
亭
朝
橘(

橘
也)

真
打
昇
進
披
露 

17
日 

○
興
福
寺
大
般
若 

 
 

26
日 

四
月 

○
慈
雲
院
大
般
若 

 
 

9
日 

○
宗
務
所
婦
人
会
総
会 

 

14
日 

○
桃
源
院
大
般
若 

 
 

29
日 

五
月 

○
龍
音
寺
大
般
若 

 
 

3
日 

○
県
仏
教
婦
人
会
夏
期
結
集 

 

8
日 

○
ラ
イ
オ
ン
ズ
年
次
大
会 

 

14
日 

○
寺
族
会
総
会
研
修
会 

 

29
日 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
花
祭
り 

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
日
で
す
。 

甘
茶
の
用
意
を
し
ま
す
の
で
、
門
池
の
桜
を
み
な
が
ら
、

お
花
見
の
つ
い
で
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

□
ペ
ッ
ト
供
養 

家
族
の
一
員
と
し
て
わ
が
子
の
よ
う
に
愛
お
し
ん
で
き

た
ペ
ッ
ト
を
見
送
り
様
々
な
思
い
が
お
あ
り
か
と
存
じ

ま
す
。
お
彼
岸
に
合
同
供
養
会
が
あ
り
ま
す
。
お
参
り
く

だ
さ
い 

 

            

【
大
本
山
永
平
寺
参
拝
の
ご
案
内
】
別
紙
参
照 

瑞ず
い

世せ

と
は
修
行
中
の
黒
色
の
袈
裟
を
黄
色
に
改
め
る
こ

と
で
、
曹
洞
宗
で
は
両
本
山
で
一
夜
住
職
の
儀
式
を
済
ま

せ
た
後
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
長
男
泰
明
は
二
月
に
大
本
山

総
持
寺
を
済
ま
せ
次
に
永
平
寺
に
拝
登
致
し
ま
す
。 

次
男
孝
泰
は
昨
春
よ
り
永
平
寺
に
修
行
中
。
永
平
寺
が

初
め
て
の
方
、
一
生
に
一
度
の
機
会
で
す
。
一
緒
に
参

拝
し
応
援
い
た
だ
け
る
と
幸
尽
で
す
。 

 

住
職 

合
掌 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日 

第
六
十
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メ
ー
ル  info@sanmyouji.com

 
 

年
会
費
・
墓
地
管
理
費
等
の
口
座
引
き
落
と
し 

四
月
は
墓
地
管
理
費
等
の
会
費
を
ご
指
定
の
口
座
よ

り
引
き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
再
請
求
の
無

い
よ
う
に
必
ず
残
高
の
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

経
理
担
当
者 
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餅つきとしめ縄鏡餅作り 12/25

町内の村田さん指導 

お正月飾りができました 

寒い中、おそば 甘酒 

お汁粉でホットひと息 

寺族会研修旅行 大阪方面 第 114回じぞう寄席 桂 伸治 師匠 2/27 

鎮火祭 除夜の鐘 正月初祈祷 12/31 

1年の煩悩を払い新年の幸を祈ります 

お寺の春

進の橘也さん 

3男雄泰が成人式

進の橘也さん 
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節分祭 大般若 1/29 

天候に恵まれ多くの人でにぎわいました 

 

今春真打昇の橘也さん

進の橘也さん 

  

磋
さ

牙司
がつかさ

関 三遊亭橘也さん 

沼津出身のお二人のご活躍を 

応援してください 

大般若の経本をあてていただきます 

梅花講のご詠歌 

各地より みこし会が終結 

小林囃子の子供たちが盛り上げてくれます 

開運だるま・じぞう汁の千人なべ・焼きそば等売店 材料から準備までお寺の行事は大勢のボランティアのおかげです 

鳶職組合のはしごのり 1/6 


